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改訂教科書のご案内

現行の学習指導要領が実施されてから，丸３年
が経過した。鳴り物入りで導入された歴史総合に
求められる役割は実に多様である。まず，18 世
紀以降の歴史を通して，歴史的思考力や判断力を
養成していくことが，この科目の目的であり，共
通テストの「歴史総合」では，こうした能力が習
得できているのかが試される。次に標準単位が３
単位に減じられた探究科目への接続を効率よく図
るため，歴史総合で 18 世紀以降の通史を一通り
終えておく必要がある。特に探究科目の単位数が
５単位以下しか設定できない高校では，積み残し
の懸念のある「グローバル化とわたしたち」につ
いては，歴史総合で時間をかけて学習しておくべ
きであろう。また多くの教科書で学習指導要領に
記載のない前近代史が扱われていることから，近
代につながる歴史や近代史の学習に必要な概念用
語（三大宗教，主権国家体制，絶対王政など）に
ついても，できるだけ学習しておくことが求めら
れている。さらに歴史総合の学習の根幹ともいえ
る，歴史資料読解により，他教科の学習にもつな
がる読解力や分析力，そして個人の意見をグルー
プで共有したり，議論したりすることで，共同し
て課題を解決する姿勢を涵養する必要がある。そ
して何より，これらすべての要素を多くの高校で
は，２単位で修得し終えなければならない。

これらの要請に応えるため，われわれは編修部
とともに『詳述歴史総合』の改訂に乗り出し，新
訂版を世に出すことができた。『詳述歴史総合』
は，従前から日本史・世界史の通史学習を中心に
据えながら，思考力・判断力をバランスよく養え
る教科書であると高い評価を受けてきたが，２単
位で終えるには本節の内容が多すぎるのではとの
声も聞かれた。また歴史総合の授業を展開するた

めに不可欠な問いの中に，多様な解答を想定でき
るオープンエンドの問いが多いため，授業がなか
なか進まないという意見も数多く寄せられた。

そこで新訂版では，まずは「近代化とわたし
たち」を中心に本節の構成と用語を徹底的に見
直し，２節分の内容を精選することができた。こ
れにより，２単位で終えにくいという声に少しで
も寄与したい。一方，「グローバル化とわたした
ち」のうち，2008 年の世界金融危機以降の記述
の充実を図った。この部分は，内容を精選しなが
らも，必要な部分の解説は増やし，現代的な諸課
題を考察する手助けとなるようにした。

改訂にあたり，最も時間をかけたのが問いの見
直しである。新訂版の問いは各ページに設けた
Check を資料読解，Point を本文読解問題として
利便性の向上を図るとともに，各節の最後に設け
た Try には，それぞれの節のまとめとして活用で
き，大学入試にもつながる問いを配置するように
した。また歴史の扉の中の「歴史の特質と資料」
では，従前の絵画資料に文字資料と統計資料の読
み解きを加え，より深い歴史的思考力や資料読解
力を習得できるように工夫した。そして冒頭には
巻頭特集として本節に入る以前の世界と日本の歴
史を年表と写真を使用しながらまとめることで，
18 世紀以降の学習を進める中で出てくる疑問に
答えるとともに，探究科目への接続を図った。さ
らに，教科書本冊以外でも工夫を施した。教科書
QR コンテンツは，文献史料のリンクを貼ること
で，資料読解力や歴史的思考力を養成する授業に
活用できるようにした。またノート教材は，従前
のように活用シーンにあわせて２冊を準備し，より
効果的・効率的な指導ができるようにした。

このように『詳述歴史総合　新訂版』は，これ
まで３年間で現場に生まれたさまざまな課題に向
き合いながら，現場目線で著者・編修委員・編修
部が一体となってつくりあげた渾身の一作であ
る。歴史総合のねらいをしっかりと身につけさせ
たい教員はもちろん，入試に向けた学力向上を図
りたい教員に活用いただき，授業実践の中で生ま
れた新たな課題の解決をともにめざしていきたい。
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